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21. 腎腫蕩臨淋診断上J注意 'f 城 連
腸骨荷ニ流注膿場ノイ子ス Jレ際ニハソノ fHljJ I間庫場ハ特ニ後方自l’I'ri,'¥onumPetitiノ方カ
ラ楠レ得ヌコトガアJレ。従ツテ腎臓／｝！：ニ首ツテ隠癌ノイ｛－スル時ハ必ズ時脱鏡検Ni余以ソノ
他腎腫場ニ必要ナ Jレ諸検究テ行フベ、シ。（日本外科資画策(I港第5波多照）
2. 術前＝診断サレタル腎訣除症 京都（帝大外科） 庄 山 省
右腎臓ハ肥大シ遊右腎ナル忠者アリ。肪！此鏡検1't ニテ Jr..輪以管口ノ扶虫／j及ピ Pncum•>ra-
【Iiographieェテk腎臓ノ輪廓仏以flテ認／..左I湾紙｜徐症／合間ニ訓着セリ。試験的手術ノ結








右上肢ノ cerebrale Monoplegie, l¥I i krりじ巴pbalns ガアリ精神的ニハ白痴，約Fドipj~全身蹴
痢設作ガ毎日1-6回ア Jレ。此J患者ニ左，側)J歯室fil角穿刺ニヨツテ Ventrikulographie テヤ
ツテ見Jレト軽度ノ内脳水腫ガ、アリ特ニLe.ノ側脳室ガ大キク，且ツ此部； I脂質＇｛＇fハ右側ニ比























Lierkulosi 7 ＊シタコトハ注目スベキ事 ト思ハレJレ。
i~） '.2 例。 41~i. -I,(。
1年’1:foli カラ附側視／JI~者碍ガアリ Fl下ハ全ク失明シテ t Jレ。議病~~ヒド 4 頭痛グアル。 4
クJ1 rmカラ時折願駒様ノ；全身産車殻f'Fカ、アJレ。限科的ニk側ニ光莞ガ少シ残ツテイル丈ナ
デ・r,ltj側トモ楓）ハ-r.Y.<iナf。雨側トモ p03l11巴uritischeSehnervenatrophieガアル。管血字L
頭ハナイ。 x¥Ji~的安テ SattclgTUbe ハス ベ、テノ方向ニ，.~］ ツア 正常ノ約：.？ f氏大ニ摘大シティ
ノレ。 )j射佐穿刺ニヨ ツテ Enlt..,phalographieヤツテ見タカ。本気ハ1＇：然)J箇玄内ー入ラナイ。叉
コレニヨツテl剛氏臆場ノ像モ現ハレナ 4。ヨツ テ1週間後ニ側！！飴主両Ii声j穿刺ニヨツテ Ven-
trikulograpl〕ie テ行ツタガ内)Jg＼水腫ノ、認 j ラレナ f。側1尚室蝶形ガ正中線テ越ヘア右ニ移
動旦ツ／1：側Ill~＼宝ヵ右ヨリ大キ f ト忠ハレタ。 ． 
以上ノ所見ヨリ脳下垂間部腫傷トクニ suprasellar ノ腫蕩デアラクト考ヘ手術トシテ
transfr<>ntal .intradural ニ左副菓 子押上グテ !Ji~＼下垂鴨テ出／·I ＇， シテ見タガ Chiおma ノ部分ハ
全ク frciデコレガMラカーヨツテ座迫サレテイル机ナ所・見ハ全クナ f。l]jij下垂開モ大キク
ナツア fナイ。
自日子臨）ぷ的ニハ IEニ脳ド1~：／；1；ノ臆務ト忠ハレタニ拘ラ ス事責ノ、m員下：車問剖iーハ 'f::X!i鑓化
ガナカツタノデアノレ。此忠者ハ術伐10時間’ドニシテ昏睡朕態ノ僅死亡シタガ，不幸一シテ
剖除テナ シ得ナカツタノ デ，Il品ノ他ノ／；I；分ニ腫蕩ガア ツタカ否カハワ カラナfガ， Jt庁Jレ謂
ハハ、 Pseu1L1lりl川physentum<)r トデモ i~ フペキ例ハ昨年調乙外科皐・曾ニ於クル Iミopke J 
’1(11~0 i ;1・ J中ニモ刷版ノモノガ1例認メラレル。 Il持lξ事部ノ手術トクニ intr:1kr江1iel ノ子
雑 基 407 
術例カi'~~ グ一般ニ少イノデ，斯Jレ抗似l ニ岱l シア特ニ注：0：；テ悲イテ居ナイガ， ！t庁 Jレ例ハ軍ナ
ル説珍トシテハ消7 サレヌモノト忠フ。多クノ症例テ酷ンデ何ントカハツキリ説明シタイ
モノテアJレ。
























27. 胃J比較的稀ナル腫房2例＝就テ 京都（帝大外f1) 鬼束 惇哉
第 1例 311託。女・子。咽nJ:,J－.腹部鈍痛， H喜蝶，尿黒箆等ヲ訴へ． 白ラモJ：腹部ニ陣痛
ヲ楠レf守 JI, 忠者ーシテ，＼＼＇九R 陰·l~I：：，胃液ノ遊離酸飲除，綿酸L(UO 内Ii後ナルモノニ就キテ：
胃切除（ピルロート氏第1法）ヲ行ヒ（昭如7iF5月'.!7日），切；』，r胃ノ組織：与1的検王堂（藤I良名巷~ 
教舵）エ依ツテ非t!f味，It一炎症·I~［：腫－~臼‘ナル事ヲ護見シ，：~＜~モ腫癌中エハ魚，目
刺戟テ興フルガ如キ，異吟物ノイf，φ ：（1：ヲモ認、メ f~｝－ザ’ Jし症例ニ就キテ述ブ。（本例ハ目下健在）
?.f~ 2例 21蔵。女f-oYf；シド第HダI］同時ノ！日告碍（但シ尿児笹ナシ）ヲ訴へ，胃液ノ遊離円安
-HIS 日本外科賀画策 10 $第 2 披
30内外，鳩酸度50前後，貧血強キJ患者ナリ。で胃別問手術（食道宰腸吻合）ヲ施シ，刻tl-'1胃




















京都（帝大盤形外科） 京 二三 平
念十！：腸ザ／1J~；q,·I~ ニ於 5'' 共「羽本庁1;江ガ高位ナ Jレ杭Jt症j伏激烈ニシテ生作時間続ク，低
杭ナノレ程共日：欣緩慢ニシテ生千f時間ノ iミキコトノり幾多 ノ臨床的視察及ピ賞%~的研究ニ依
リテ明ヵー七ラレタ Jレ事寅ナリ n 然レドモ共！；tir~I ニ 開 シテハ未 7定説？見ズ。余ハ家兎テ
tr防g;i］物トシテ剛l"Jt'i/), 卜二指腸札頭直下部，愉陣竹：Hf.I口(i[)u'.J・下．廻腸末端部，結腸起始
;'ii＼及ピホ／；腸~（ft，品 i~i） ノ （ j う所ニ於テ軍純閉塞術テ施コシ， 此’t；ノ際ニ血粉lfw：及ピ血i1!i沃度酸
｛直ガ如何ナ Jレ移動テ示スカテ伶京スルト共ニ，此’年 ト共生イ長時間， 1-J'.i返上／；1；胃腸竹内仏
肝臓:lP予：及ピ併~m: ノ 減少度’寸テ比較考京シテ，~－~f'fl ~；~ mwr. ・' i善lj低ニ閃リ ~I：：作時間 エ長短／
完アJレ所以ニ開シア検索ノ歩テ；1fiメタリ。
供試家兎ハm'J軍約2Ili;内外ニシア｛ぜL長ナル雄ぞI：予選ベリ。探血ハ股静脈ヨリシ，術師l及
ピ術後ハ， 1fl.'f 3時， G時， 24時後及ピ爾後山：z.in制、Jエ之テ行へリ。血糊定呆ハこと三：氏新





















第1ハ間本l：部胃腸管！AJニ｛1’夜セ沙問軍約 1/7~：： I 液·11 内’作物ノ貯溜ハ，共大学ハ消化
管上部ヨリ不断ニ分泌セラ Jレ Jレ ii~化波及ピ胃腸管粘膜ヨリノ分泌物ニシテ，此苛ノ喪失ハ
個鴨々j夜ノ化事的性分ノ 21三術？異常ニ間筒Lスルコト。
第2ハ此等ノ貯間ニ要スルーJ－＿腹部／胃腸管ノ R大ナ Jレ存積ノ占居ハ近国貴要器官ニJ寸韻
的腰迫性！暗碍テ ）~ ホ、スコト n （分泌腺ニ於テハ共;f~ド池管ノ l瞥滞ニヨリ内部ヨリモ若：明ナノレ
厩迫性艶化テrf！へ居Jレコト）。




シテ， ~t吸収テ可能ニス Jレ鴻ニハ，閉怠l士宮II ニ可及的長キ健康ナ Jレ腸管テ必要トス Jレハ論テ
｛央タズ。之テ以テイ，：j；，：ニ於テl羽恭部位ノ1・m主ニ因ル生存時間／長銀ノ、， l羽底上f[）腸管ニ於
ら｛｝（｝ 日＊外科 1電磁l 第 10 ~是第 2 放










以下ガ描張充凪L~80糎ノ所デJ[l,rlh，繊維素性癒j庁ヵーアリ l'J. 卜腸管ハ，むニキHI クナツテヰル。
此際ノ通過｜暗碍ハ此／癒着ニヨ JL-~央信 ト 巧へ Jレヨ リハ 1~｛ ロ Im'.lginat腸管ニ不全麻搾が起
リソレ以下が虚脱ニ陥ツ テ.！＝Iミジタモノ ト型1解 スJレ3
力． 腸々吻合術＝ヨリデ生ズJI-腸間膜間隙＝就テ 岩城 逮
側々吻合体I端側吻合体jニ於-J'I：＿スノレ腸間膜間隙テ）ilン腸作ガ箱入 シ腸通過｜暗碍テ起セシ
症例テ報告シ，今i受カ、 Jレl吻合／際ニハ1.'iニ自匂テ,L'J、テコノ間隙テ閉鎖、スベキ コト テ提唱
ス。（日本外科書f幽抗 111~会第 I ti，~参照）
33. 潜在セル鴎結綾穿孔ζ 依ル急性腹膜炎 京都（併），；外科） . ¥'・: 白 貞 吉
腎臓＋，，~綾及必IJ 'Z＇.九糾i俵ノ手術ヲ1 1 ヒタル出J~Q ノ男子ーニシテ，術後 9 f:l iヨ ニ ，：c:.~m ニ急性腹













慮スベ・キデアJレ。千Ji.p；－ セ Jレ 2 伊lハ共ニ同時間 ヲ粧過ヒノレモーハ ｛ii~ ＇？~ 日i>l/l~WtJVi：ニヨリーハ
安 ダ.j~）＇出主管1111入ノ i エヨリテ共ニ -'l~i台セ Jレモ／テア Jレ。
tlf 纂 ふりl
35. 移動性盲腸症J診断z就テ 京都（帝大外科） 1古j ·~ 彰







ノガ移動性盲腸ノ手術ノ t ニヨリ＂［~ ク苦痛ノ i宵たシタ例ヨリ，同障害ノ虫n キ上腹部ノ疾忠
テ思ハス主訴ノ患者ニ就テ， k腹部ニ病費テ示ス時モ勿論，殊ニ之ノナキ時ハ注立問クlご
腹部特ニ廻盲部テ検斉ースペキコトヲ柁意ス。





56議ノ Retropositiocoli有セル1男子ニ起レル盲腸部 J i.ニ米レル軸捻蝉ノ 1訂正例テ報
告シ，ソノ成立機榔テ考察シ．文献J：甚ダ碕有ナルモノナ Jレテ設クリ。
37. 上行結腸J外科＝就テ 京都（帝大外科） '(¥° 司 克 己
上行結腸ノ中途切断或ハザJ開ハ忌ムベキ事テV止ムテ作ス対f：行結腸／「I＇注切断或ハ切開
テ行フ時ハ共ノ縫合部テ慌按腹膜ニ縫合シテ，決シア後腹膜結締織rf-1へ落チ込7ヌ様ニス




晶松突起ニ超ツタ炎症が向 Iー・汁ニ経過シテシ 7 ハナ 4場合ニj也ツタ機,j:J!IG的Lfレウスハ寸
治療上軍ナ Jレ器,j:i史的L fレクス寸ノ場合ト同一視スル事ハ「l-1＊ナイ。帥チ通過障害／直接原
凶テ除イタノ i デハ ：：.•： i~ ナル聯重fJ運動ガ廻官邸ニ才コ jレ結県炎症治癒ニ大切ナ Jレ l,.'J所ノ安
部テ得ル事が出来ズ引イテハ~：ニ持ピ激f.！！ ナ Jレ護f'J：テ誘後シ時ニハ腹膜炎テ起ス事モア Jレ
持政ノ男子ニ於テヵ、ノレ 1 伊1]7 悩 ili· ス。 fj~ ツテヵ、 Jレ設作ノ肖・殻テ絶筆•J- ニ i世クルタメニハ
肪所ノ安静テ保チカ日フ Jレニ腸！'k）千百通過ノ完全テ朋ス Jレ事ガ斯Jレ場合／治療方針トシテ合坦l¥
的テアル。自fJチ p九rlielc . ¥ussclは］tungmit Ileocol《仙’mi.:7 Hフ可キデアル。此ノ方針デ
好結県テ作タ2例テ報告ス。軍一 lleocolostomie テfjフノ iデハ充守／目的テ達ス Jレ事方向
tH来ズ局所ノ交静ハ保タレズ炎杭ノ何・護ハ克レ貫IHI デア Jレ。 }1~ ノ油例テ 19歳ノ男子ニ就
テ？長i'ス。
最後ニ・＞1-'.i台1l坊位r・ハ品十：i，突起炎J i.ナラス姐盲部一於ナ JI,*・'i，接ニヨツテ才コ JレLfレウ
.50:l 日木外科資幽ー当1'.; 10 1(f 第 1 5此
ス1 ノ揚合ニモ~用スペキモノナ Jレ事テ附｝］fl ス。
39. 家兎轟棒突起ノ血管系Z就テ
（原縞未着）
40. 暗形腫（foetusin foctu) 
京都（府大外科） 河村 謙
京都（帝大外科） 高 ！」＜＇ 彰
生後6ナ月ノ女児。ヒルシユスプルンク’氏病ノ如ク見ユル忠者ニ就キ， 臨床上直チニ手
術ノ結県ト問ジク，後腹膜ノ腫場 ニシテ且．一郎波慌－i'{i¥[i.1］慨 ヨリ成Jレモ ノ ト診断サレシ所
見並ビニ理巾テ述べ， E刻IHサレン机川、双共X線n買，患者ノ 馬iJ!テ供覧ス。
向該腫場ハ，三(It~十：1：ノ脱 rf1 ニブ（＊Hi波大：，：：ト芥·Hぅ月ニ1・l出・スル JI市完全ナ Jレ胎児テ合ム。
附帯様ノ物｛じスレド胎盤ハ認バス’。
J ぅk タi iE 見.+ J. 高度ナル腸管脱出治験例 京都（府人／ト科） (] Il 英
忠干すハ 9 放ノ女児，内問JMI剣先切間後，開度テ ~1ミジi該腸雄ヨリ腸脱IH ヲ米シ漸次I曾大シ




追加 京都（府大外科） ぅk ifi -,: クJ
只今角田君ガ漣ベタノノ、厳近経験シtJ1~1 デアリマスガ，借I＇＂数年前， 4歳／女児ヂ，盲腸部が下行性ユ
重積シ結腸／全-grp・通過シ紅門外ニ長ク脱出シ一見直腸脱出ノ知キ観ヲ輿へタ例ヲ経験シマシタ。該




4~. 塵泊示界法J診断上J憲義 京都（帝大外科） 石野 球 二郎
歴心示界法トハif主ノ瀦潟セ Jレ臆溜.＝）J!b昌セ Jレ時ソノ rf.t央ニ相法・1mイ鹿テhnへ腫溜ノ境界
ガ健康音f）ニ岱lシ鮮lfjトナJレヤ否ヤヲ検ス JレルiLニシテ， コノ J・法ニヨリ膳煽ノ境界カリLテ
ノ方向ニ明瞭トナ Jレ場合ハ却Ilie'd J 如ク ~lift~~ナ脱椋物デ取リ閏7 レタ限局性i夜開，グアルコ
トテ謹l開シ印］深刻｛トハ何事交通ノナイ誕腫ナリ。例淋巴袋腫， Jぬ1招提臆， ~J; ·誕＊腫可；。
若シ臆蕩ノ i』；nv.ガIU)n京トナラナ 4トキハよじ較的肥厚シ夕刊でテ以テ取リ国7 レタ Jレ液柑ナ
Jレカ戒ハ第I闘 ノ如ク液欄ノ一郎ガ座ニヨリ i徒庁1；へ逃ゲテ 行ー クタメ エ鮮明トナラザJレナ
リ。コ ハ~.，＇i核性ノ流注膿蕩（？~性JI段蕩）ニ特有ノ所比デ或ノリ1.:.::11重水腫ニ テモ内千五ヵー腹腔ト交




















性モナシ。光線ハ透過スル如シ。ヨツアー見股しへ Jレニヤ 1 テ思ハ シメタレド，血管裂孔
ニイロj等抵抗ナクコレト診断テ下ス棋操テ揃へルコト能ハザリキ。手術ニヨリ定型的ノ外
鼠践 Lへ Jレニヤ 1 ニテ内’；~ ／、大網膜ノ－m~ ナリキ，此時以上ノ症Hk現Jレモ営然ニシテ，腔





例，第Ifダlj :231~.Q ノ女，主訴ハ方自ii下胸部／限局性感痛·l~I：腫脹ニシテ約 1 ク月前ヨリ同
JW=1fiキ座痛アリ間モナク同所ノ膨隆テ31ミセリ。 t冷ルニ第V肋軟骨郎テ中心ニ鶏卵大ノ腫





児手祭大ノ膨隆アリ。皮膚ノ娃化ナク波動ハ スペテノ J’向ユ謹｜明シ， ；ぶ山
504 日本外科資制第 10谷第 2 披
ナリ。鹿迫示界法ハ全ク陰性ニシテi架部自pチ肋肌：腔ノlボ設趨ト交通七ルコトラf象知ス。 T
術ニヨレパI!01守一ドユ現レタ Jレ膿場ノ、小サク， ~'ii日大ナル雄孔ーヨリ連絡セ ）~際音11ハ全ク ＊＇8
i候・l'.I：膿胸ノ如キ大ナ Jレ膿蕩テ形成セリ。
川一｜・ノ：事貰ヨリ座迫示界法ハ診断上試iテ然ルベキモノト考ーフ。
4.f. 植皮J仕方＝就4テ 京都（常大外科） ノj、 深 刻l 待
]j~近京大外科教室ニ於 4 ア行へノレti[〔｝之ノ中 8f剣l ニ就 -1 7 ‘:Y;~f シ，次ノ ：~fl ク結論ス。








5) Thierscb 氏法ニヨリ J毛皮排テ貼リ付クシ自11ハ之テ開放·l~I：ニ暴露 シ乾ク様エシテ世タ









9) 航ニ植皮セ Jレ皮排ニ向ヒ テ引キ続キ発疫的廃置テ施スナラパ好結よPoテ得。
45. ft~，性癌カ甲獄腺癌カ 京都（帝大外科） 弘 軍： 充
炎題雨者鑑別ハ. f皮 ~！；ニモ；a~ ＇ l 'x サ Jレ、ガtm ク．不可能ナル揚~＇；＂モアリ得，演者ノ例ハ，
膳癌ノ ·l~I：欣ヨリ顕音11 ノ！ポ殻性稿ト 巧へ ラレ，似山ヨリシテ先ツ甲欣l腺痛テラl';－ へシモ向問、111:
~i気テ否定シ得ズ。 此｜際甲；｜！；腺杭ニ｛’＇.！＇ヒ易キ聾青噺I安ノナ f ：事叉会然輔移ノ ナ f ：事ハj主円ー






47. 直腹筋内＝接生セJl,Lベリテリオーム1 京都（常大外科） 仲旧寅三郎
20i注ノ婦人ニ於テ約 3 タ月前ヨリ右肋骨弓帝11 ニ雀卵大／無痛•jti：ノ膨陛テ 31ミセリ。而シテ
病歴及ピ局底所見ハ略胸閣結核テ忠ハセリ。手術ノ枯れハ直腹筋内ニ殻生セル腫蕩デ周悶
ハ血管ニ富ンデ居 Jレガ全ク fJJi.:1'1シ｜ぜt ニ筋肉内ニ生ジタモノナク， J前j出標本ノ ’~；1J両ハ貰質性ニ
テ卒等ナリ。組織的検査ノ結県 Lベリテリオーム 1ナル事テ知レリ。尚三ド臆蕩J L"fムぺ
デインーl 現象ハ陰·l~f：：テ皇七九此ノ：事責ヨリ従来」ペリテリオーム1ハ血管肉腫トぷハレ肉
腫ノ一種ト見ナサレタガ抜エ於テ肉腫ト関係ナキモノト云ヒ得ルカト思ハレル。軟脳膜’~f.
々ニ費生セ Jレ例ハ時ニ報告サレテ居ルがめ1勺内ニ護生セ Jレモノハ稀布ナリト考へ Jレ（組織
標本供覧）。
